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　敗戦の1945年10月10日、幣原内閣は婦人参政権を閣議決定した。翌日、GHQ（連
合国総司令部）は、政府に日本の民主化５大改革を指示し、その第一にあげたのが「選
挙権賦与による日本婦人の解放」であった。1889（明治22）年の衆議院議員選挙法制定
以来、婦人参政権を頑として認めなかった政府が、GHQより一日早く決定したので
ある。1945年12月17日に衆議院議員選挙法が改正されて「女性参政権」は実現した。
翌年４月10日の衆議院議員選挙で女性は初めて参政権を行使し、39人の女性議員が
当選したことは周知のとおりである。
　以来、22回総選挙が行われ、昨年９月には43人の女性が当選し史上最多となった。
60年目に女性議員はようやく議員定数の９％に達した。最多の結果に、議員の質や
量など評価はさまざまだが、今回限りの進出と見られても男女共同参画への道筋をた
どっていることは確かである。また地方議会の女性議員も近年進出が著しいとはいえ
８％という低さで、町村合併によりさらに減少するとの予想がある。地方分権と住民
参画は不可分であり、住民自治の成否は女性の進出度合いにかかっている。しかし女
性の議席確保は、男性の議席を減らしても市場にならない“隙間産業”と称されるの
が現状だ。選挙にチャレンジの志があっても資金や組織もなく選挙運動の方法も知ら
ない女性たちは多い。それでも選挙という関門を突破するには、立候補する人、支援
する人が一体となり、政策と選挙法の学習を踏まえて選挙運動をしなければ道は拓け
ない。「女性議員」には、男性に欠落している政治の視点があるという有権者の期待が
ある。それに応えるためには、学習を深め情報の収集により政策通になると共に、「ジェ
ンダー」に敏感な姿勢を貫く議員として二足の草鞋を履くことだと思う。

女性参政権60年に問われるもの
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なんだか兄貴が穏やかだ

宿に着くと真っ先に風呂を見に行く兄貴

「まったくもう、お風呂好きなんだから」と妻が笑う

いいものだ

妹としては穏やかじゃなかったときを思い出し

幸せのなせる業
わざ

なのかと

妻と3人の子、犬一匹を乗せて

帰路に就く車を見送りながら思う

おお兄貴、こんな美味しそうなものをありがとう
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